
経務言命
き事七十一巷 第二競

プノレクョア経済摩の俗vre化主民放問題

出 r1 勇殿(1 ) 

賢業rii]ヰ:舎の向背・・・・・・・・・・・・目 市 原 亮 平 (11) 

庄原リョ←ノレの問題日目・・・・・・・縞 堀 江 英 一(31) 

仕しがき 明江英

徳川時代における山鳩闘の農民間宰 ・回目・・.... 大 槻 弘

備中倉勲における新蹴古械の抗守 ・・ 内藤正中

ド4ツ銭鋼業の管理形態・・・・・・・ 中 村忠一 (49) 

[昭和二十八年二月J

京都大亭鰹溝手舎



ド

イ

鉄
鋼
業

の
管
理
形
態

ツ

職
前
一
九
三
入
年
に
は
、
ド
イ
ツ
銀
鋼
生
産
は
一
七
九

O
方
ト
γ
に
遥

L
、
米
関
に
つ
ぐ
俄
鋼
生
産
高
で
あ
っ
た
。
(
輔
一
一
問
)
し
か
も
ド
イ
Y
鏡

銅
議
は
そ
の
原
料
需
給
に
つ
い
て
見
る
と
、
他
の
ヨ

1

ロ
ツ
バ
脅
闘
に
比

較
し
相
針
的
に
有
利
な
路
件
下
に
お
か
れ
、
(
鵬
一
一
一
一
世
間
腕
限
)
合
理
化
の
点

に
お
い
て
も
割
合
高
度
な
扶
師
団
に
あ
っ
た
。
縫
っ
て
銀
銅
輸
出
は
一
九
三

凡
年
で
は
二
四

O
万
ト

y
に
達
L
、
そ
の
貿
易
全
額
に
針
し
て
占
め
る
割

合
は
錨
鋼
業
及
び
そ
の
他
闘
聯
産
業
の
輸
入
が
全
体
の
七
乃
至
入
同
で
あ

っ
た
の
に
釘
し
、
そ
の
輸
出
は
五

O
乃
至
大

O
怖
で
完
成
品
職
出
H
U
原
料

食
料
品
恥
入
。
加
工
貿
易
方
式
に
よ
っ
て
図
民
経
摘
を
型
民
せ
し
め
ね
ば

か
っ
た
F
イ
ッ
切
組
湾
府
出
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
ヘ
聞
一
表

/
鑓
閥
単
認

申
請
)
だ
が
ζ

れ
と
同
時
に
、
需
要
機
構
の
点
で
軍
需
閥
係
に
依
存

す
る
度
合
も
極
め
て
宵
く
、
(
常
時
匂
こ
の
軍
事
支
出
を
主
要
相
官
打
と
し

{

J

L

、
双
務
貿
易
協
定
に
よ
る
鎖
倒
除
出
を
副
次
的
梓
粁
と
し
て
ぞ
の
簡

ド
イ
W
J
織
鋼
業
の
管
理
形
態

中

村

忠

犬
再
生
産
過
程
を
と
う
て
き
た
こ
去
が
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
る
に
敗
戟
に
伴
ラ
戦
時
闘
家
樹
占
資
本
主
義
の
解
体
と
同
時
に
、

ポ
タ
タ
ム
協
定
に
基
言
、
そ
の
鏑
鋼
生
産
は
五
八

O
万
ト
シ
に
制
限
さ

れ
、
こ
の
生
童
制
限
と
、
こ
れ
に
甚
〈
工
場
解
体
、
賠
償
計
虫
閣
が
賞
掘
さ

れ
、
叉
東
濁
生
産
設
備
を
喪
失
す
る
E
同
時
に
、
西
羽
三
地
底
で
も
鍛
銅

費
本
の
解
体
と
再
組
織
が
行
は
れ
、
鍛
鋼
生
謹
は
著
し
〈
蹴
退
し
、
鍛
鋼

濁
占
費
本
は
著
し
く
弱
体
化
せ
し
め
ら
れ
た
@

で
は
餓
鋼
資
本
町
解
体
と
再
組
織
が
如
何
な
る
方
式
で
食
施
さ
れ
た

か
。
そ
こ
で
ル
ー
ル
餓
鋼
業
を
管
理
す
る
英
岡
政
府
の
方
式
に
つ
い
て
み

る
と
品
臨
時
措
置
と

L
C
石
現
並
び
に
鍛
銅
業
の
所
有
権
を
と
り
あ
げ

将
来
公
有
並
び
に
公
的
静
岡
理
に
ゆ
だ
ね

rイ
ツ
人
民
が
こ
れ
を
所

有
し
、
且
つ
管
理
し
、
再
び
隣
に
脅
威
を
輿
え
な
い
よ
う
に
幽
際
管
理
に

す
べ
き
だ
e
i
'
吾
々
は
基
礎
産
撲
を
世
禽
化
し
よ
う
と
す
る

γ
イ
ツ
白

第
七
十
一
種

-
穴
同

第

蹴

四
九



ド
イ
ヲ
鍛
鋼
業
の
管
理
形
態

商品別舛岡貿易分布辛 (1919年 1925-36午〉

| 輸入 l 融

年次両医書官隠語ー函瓦|出動物|意書君臨宮|完製品|合計
1930 1.1 28.6 100.0 0.6 4.0 20.3 75.1 100.0 

1933 。ー7 25.8 57.91 15.9 100.0 0.2 3.5 18.6 77.7 100.0 

1934 0.8 24.0 58.4 16.8 100.0 0.1 2.8 19.0 78.1 100.0 

1935 1.1 23.9 61.4 13.6 1日0.0 0.1 1.8 18.1 回.0100.0 

1936 2.3 23.6 61.6 11l.5 1口0.0 0.1 1.5 15.7 82.7 100.0 

第 1喪

第
七
十
一
巻

-
一
八
五

第
二
掠

第 2実粗鋼生産
(100万トン〉

西ドイヲ ||193187年9 

ザ戸ノL 2.5 

プランス 6.2 

ベ ルギ 2.3 

)Cグセ y
1.4 

プJl !f 

イタりア 2.3 

オラン，，' 0.05 

|イギりス 10.5 

(資料)Statisches Reichsamt 

五
O 

ユ
文

シ
際

桝
…
兎

外
プ
府

庁
ン
の

出
作
マ
モ

向
い
戸
と

貿易全額に占める鉄鋼郁問の割合
(1937年〕

亡二蓮盃ヨEE証丑:
全貿易 5468.4I 1C日 5911 100 

E.1k&グス 88.9 I 1.63 I 6m.3 I 1日.21

鍛鋸石 221.91 1.U31 0.21 0 

マ、 フザシ鏑 20.口 0.37 I 0.1 1 0 

スそケラ、フ. I 戸 内門戸| 円 唱"， 

企二金一室lI_'士三一二三三一二土 U..l:二|雲
鋼亙「ト ヴヴ 守川 "0' 民|判作製品 .. ーム官_U.' I μ， I住

鋼材 6正 11 1.1511151.9 1 19.191友

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一|金
機械郡 18.4 1 0.34 1 691 1 11.69 i屑

軍南夏京一一五-;;-1--0τすっすご一日日ス
一一_1田ι一二二一二三二J竺二一二三二I，，， 
電気器具 17.91 0.33 I 283.21 4.791:5 

第 4衷



第5表 鋼材都門別消費高表

項 目 I T t1即 1蜘 1叩 1叫叩
千 t1持 l千 t1財 i"""'干t1同「干 t1持 11"-t 1同

鎚銅~~芭工場 一I26.51~ 価抑
障鋼 14221 9.71 1.6631 10.1 

化摩工業 861 0.61 1131 0.7 

Feld u. Werkbau 721 0.51 851 0.5 

ユ正E 良"ル2 

七日
機械工業 11.1 

l閏動車工芋 2.2 

電無工業

主弓航塁機工業

金麗工業

精密工業 101 0.11 111 0.1 

石涙備業 2691 1. 81 2671 1: 6 

その他
41 0閣 127

軍需産業計 8.4831 58.4 

自問草工業 191 0.11 261 0.2 

その他 町51 0・41 641 0.4 

土石工業 201 0.11 261 0.2 

建築工業 7931 5.41 1.空'481 7.6 

Verkehrswesen 4741 3・21 6791 4.1 

その他消費部門 2.4111 16.41 2.4861 15.1 

……τ長自…総 出 2.3631 16.0土16.5竺吋~I~J~時 J肌日4三1回竺30 13，8 

合計 14.69111oo.0j16.5051 100.01 185591 100.0j 173661100:011863011000 

(資料〕住友金属調査部調べによる



第 15表西ヨ戸 p 'i:Jメ諮問中西イシドの占める割合 (1950年車位方ネ汐トトシ〉 、

|英関 i フランスI~'Jペルギイ切手|イタリア|スへイシ|スヱら|山自iiiF雪
銑 鍛 970 861 2可5 476 日14 111 66 79 10A8 25 

鋼 塊 1以)0 960 206 415 270 260 90 160 1470 26 

|腕耐 1321 595 134 297 I 170 192 46 87 I 816 22 

[資料) "Steel" 1952.1. 7 &.び "Stahlund Eeisen" 1951.11.8よわ作成



m日表鋼生産高(千ネットトン)(副院6 1947 

1947 1948 1949 

93 222 52日

2126 3720 6339 81日6

4.2 5.6 7.4 8.4 

医延鋼材生産害恰

策調

西猫 (b
一一一「一一一斗

百軒%
(資料)Lstahland Eisen 1951.-11. 8 

，諜

第 7表

計
苗
を
積
値
的
に
支
持
す
る
o

』
(
ド
一

U
U叫
酬
の
)
に
示
さ
れ
る
通
り
、
官

初
産
業
開
有
化
の
方
式
が
考
レ
え
ら
れ
、
先
づ
占
領
第
一
日
差
押
え
に
よ
る

餓
鋼
資
本
の
資
査
接
牧
を
行
い
、
旧
所
有
者
の
所
有
櫨
仔
使
を
禁
止
し
.
四

-
六
年
十
月
に
は
法
令
第
五
二
号
に
操
る
一
般
指
令
第
包
号
に
基
昔
、
管
理

運
輔
集
中
排
除
及
び
再
組
織
の
政
策
遂
行
の
だ
晶
一
北
濁
錨
鋼
管
理
局
と
、

そ
の
補
助
的
に
イ
ク
側
機
闘
た
る
北
濁
鍛
鋼
管
理
信
託
行
政
局
を
設
け
、

巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
か
ら
解
体
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
主
要
錨
鋼
生
産
工

場
を
分
離
す
る
「
分
割
操
作
」

(S耳
E
S
宏
司
自
主
を
寅
施
し
た
。

と
の
過
程
で
判
蛾
銅
資
本
か
ら
茨
鏑
を
含
む
他
の
凡
ゆ
る
商
工
議
が
分

離
さ
れ
、
同
そ
の
株
式
は
信
主
託
行
政
局
の
信
託
に
附
さ
れ
る
と
と
与
な

ド
イ
ヲ
鏡
銅
議
の
管
理
形
態

っ
た
。
だ
が
期
る
図
有
化
方
式
は
所
有
権
の
問
題
、
傍
働
岩
紹
皆
訟
加
の

問
題
を
将
東
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
閣
の
一
決
定
に
ゆ
だ
ね
る
と
云
う
米
凶
と
の

協
定
の
結
果
阻
止
さ
れ
、
且
つ
、
再
編
防
過
程
で
と
れ
を
新
し
い
企
業
連

合
体
に
再
組
織
す
る
方
向
が
と
ら
れ
る
ζ
と
と
な
っ
た
が
、
と
の
方
向
え

の
米
間
資
本
の
荒
岡
は
奈
漫
に
あ
っ
た
か
。

そ
れ
は
敗
戦
に
伴
ラ
ド
イ
ツ
銭
鋼
資
本
の
弱
体
化
と
同
時
に
、
他
方
で

は
湾
側
階
叡
の
脅
箔
化
に
よ
る
低
取
な
る
努
働
力
の
存
在
が
米
関
資
本
に

と
h
百
猫
を
長
合
一
投
資
市
場
た
ら
し
め
て
い
た
。
縫
っ
て
そ
の
投
資
部
勢

を
体
積
ナ
る
た
め
四
七
年
来
米
英
地
域
を
総
合
し
、
更
に
『
安
定
し
た
隼
珪

的
な
ド
イ
ツ
は
ヨ
?
ロ
ツ
メ
の
侵
興
と
永
観
的
な
平
和
に
か
〈
べ
か
ら
さ

る
も
の
』
戸
一
九
四
七
年
七
月
十
王
日
米
陸
箪
省
の
グ
L

1
大
将
え
の
指
令

よ
り
)
で
、
か
っ
、
「
西
ド
イ
ツ
を
経
済
的
に
悶
め
る
必
要
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
こ
れ
を

y
連
の
回
ヨ
1

n
内
ン
パ
進
出
の
可
能
性
に
針
ず
る
軍
事
的

防
波
堤
と
し
て
築
き

ι吋
る
必
要
』
〔
ニ
ユ

1
リ
メ
プ
リ
ツ
グ
誌
)
九
四
九

年
七
月
二
六
日
号
】
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
計
費
に
西
淘
を
組
入
れ
る
と
共
に

米
閣
賢
本
の
指
草
下
で
餓
鋼
資
本
の
解
体
と
再
組
織
を
合
理
化
さ
れ
た
新

し
い
連
合
体
の
形
成
に
方
向
ゴ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
右
茨
繊
鋼
業
の
集
中
排
除
、
再
組
織
』
に
闘
す
る
法
令
第
七

五
号
を
公
布
し
、
と
の
方
向
そ
確
認
し
た
。
と
れ
位
所
有
擢
に
闘
す
る
最
終

第
七
十
一
極

占，、
占
〆干、

第

掠

五



ド
イ
ワ
餓
鋼
業
の
管
理
形
顧

鍛網野務者平均週給推移裏

Cx[i1J'IDM) 

11938lt|土l土プインランドr;ウフ一エア一スー一レ「←ーy 194 

専門主 55.96 60.31 

熟練工 59.42 '54，72 I 46.511 48.16 59，25 

補助コ: 40.50 -14.29 I 41.50 43.44 52.21 

A 口 計 46.27 47.73 58.20 

消費者債格 i 100 166 

〔資料)Statistishe Jahrbuch 
nordrhein-Westfalem 1950 

消費者伯杓はIe.$設を止る

的
決
定
が
な
さ
れ
る
迄
企
業
の
運
轡
を
容
易
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
暫
定

的
な
も
の
で
弐
の
如
き
内
容
を
も
っ
。
即
ち
向
温
度
円
程
済
力
集
中
排
除

と
験
事
潜
在
力
の
震
速
を
防
止
の
た
め
ド
イ
ツ
鶴
慣
を
分
散
す
る
こ
と
。

悶
茨
抗
議
及
び
鍛
鋼
業
の
終
局
的
所
有
地
の
問
題
は
自
由
に
選
出
さ
れ

筋肉表

第
七
十
一
巻

一
六
七

第

蹴

五

た
ド
イ
ツ
政
府
の
決
定
に
ま
か
古
る
こ
〉

L
o
m極
済
力
の
温
度
な
る

集
中
を
組
織
構
成
す
る
様
な
と
れ
ら
の
罷
業
に
於
け
る
所
有
閥
保
の
復
肝
仰

を
許
可
し
な
い
こ
と
。
及
び

ωγ
イ
ヲ
鱈
慣
の
復
興
促
進
の
た
め
餓

鋼
業
並
び
に
石
操
業
を
即
時
再
組
織
す
む
と
と
を
目
的
と
す
る
¥
同
法
令
J

f
序
文
、

而
し
て
鈍
鋼
業
の
再
編
成
仕
切
集
中
排
除
骸
皆
企
誕
の
所
有
叉
は
支
酎
財

産
の
所
有
権
を
浩
令
五
二
号
規
定
に
上
旬
軍
政
部
が
接
牧
管
理
す
る
こ
と

(
臨
時

)ω
強
鋼
信
託
委
員
曾
の
設
立
及
び
綾
取
財
産
の
所
有
権
鍛
釧

信
託
委
員
曾
叉
仕
雲
町
匹
え
の
移
譲
四
国
。
(
明
器
棚
八
)
削
織
銅
信

託
委
員
九
百
の
鍛
鋼
業
再
編
成
計
茜
に
よ
る
新
曾
酔
設
士
、
及
び
移
穂
財
琵

の
合
同
合
併
、
餓
鋼
業
以
外
の
財
産
を
含
む
附
帯
的
財
産
の
庇
駒
許
容
也

ω占
領
軍
管
理
所
有
拙
の
信
託
管
四
人
(
新
設
曾
世
株
主
)
え
の
譲
渡
と

移
譲
財
産
の
法
念
書
二
号
規
定
の
免
除
。

ap↑
時
)
切
米
英
そ
の

他
西
欧
諸
図
の
奇
本
が
一
九
一
一
一
九
年
九
月
一
日
現
在
五

O
回
以
ト
投
資
さ

れ
て
い
る
企
業
の
溺
占
禁
止
非
該
首
(
第
四
僚
)
等
々
が
親
同
伴
さ
れ
、
叉
受

託
者
一
一
名
は
四
名
の
鍔
御
代
表
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
の
受
託
者
は
そ
れ

ん
¥
の
士
場
か
ら
で
は
な
く
、
草
曲
家
と
し
て
の
公
共
的
な
立
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
更
に
四
八
年
一
二
月
に
は
同
法
令
の
修
正
案

的
性
格
を
も
っ

λ
1
ル
関
陣
管
型
機
閥
宙
μ
一Z
E
E
Q
E
-
〉
巳
E
z
q

E
同
国
民
可
)
が
司
直
立
さ
れ
、
附
ル
E
ル
の
石
安
、
コ

E
グ
ス
、
鍛
鋼

の
圏
内
消
費
用
と
輸
出
用
え
の
国
品
川
、
輸
出
用
分
の
関
係
者
闘
え
の
利
害

選

定

。

同

コ

1

ロ
ツ
パ
経
済
力
機
構
と
の
調
整
@
及
び
例
制
作
1
ル



石
炭
・
コ

1
グ
ス
・
銭
銅
に
閥
す
る
西
ド
イ
y
の
勝
手
な
商
業
協
定
を
取

締
る
と
と
L
な
っ
た
@

而
し
て
と
れ
ら
の
政
策
こ
壬
は
川
非
ナ
チ
化
の
ベ
ー
ル
の
干
で
一
方
で

は
信
託
管
理
に
よ
る
生
産
力
護
展
策
た
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
西
ド
イ

ツ
産
業
資
本
の
自
主
性
の
帝
取
し
、
そ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
え
の
従
屈

を
企
岡
す
る
と
同
時
に
何
企
諜
解
体
阻
止
に
よ
る
旅
園
費
本
を
中
、
む
と
す

る
外
閤
資
本
の
利
径
擁
護
を
意
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
更

に
か
I

ふ
る
管
現
形
態
の
欝
化
と
同
時
に
他
方
で
は
盟
渇
通
貨
改
草
及
び
四

八
年
末
以
降
中
小
企
業
、
持
働
者
を
犠
牲
と
す
る
企
業
合
理
化
が
賓
施
主

製鋼工場操業献額第 9表

銅塊生産高

製鍛工場操業扶態

従業員政 銑生産高

11056 2264 

17317 4662 

14672 7140 

〔註)(a)突地区(b)英米地直 (c)四鍋

3060 

5561 

9156 

従業員数

16311 

36126' 

26039 

企業政

企業数

28 

30 

2

7

1

 

4

6

7

 

第10表

オL、
合
理
ィι
き
れ
ず'一
翁 1947(a) 

t-1948 (1.>) 
し、

連 1949(c) 

合
体
の
形
成

主年次

:1M7(司

進 194"(b) 

t 1949(c) 
れ
て

き
天主

年次

ド
イ
ツ
銭
鋼
業
の
管
理
形
鶴

主吋EE
四

(資桝)Statistische Jahrbuch 
nordrhein-Westfalem 1950 

以
上
に
指
摘
し
た
管
理
形
部
の
艶
化
を
通
じ
‘
ア
メ
D
カ
寮
本
の
指
準
院

が
慌
一
立
さ
れ
た
が
、
更
に
-
九
四
九
年
『
ま
な
司
令
恐
匿
の
進
展
の
過
程

で
、
ア
メ
り
唱
力
図
画
の
活
入
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
北
大
西
洋
傑
酌

ιョ
ー

ロ
ツ
バ
蜘
世
間
統
合
を
有
効
的
に
押
し
進
め
る
ζ
と
が
必
要
で
、
宅
の
た
め

に
は
先
づ
酉
ド
イ
汐
で
の
本
格
的
投
賓
館
勢
町
再
整
備
を
行
ラ
こ
と
が
必

要
と
な
っ
た
。
、
と
云
4
の
は
西
ド
イ
ツ
で
の
園
際
的
有
利
性
を
利
用
し
て

ヨ
1

ロ
ツ
バ
極
済
統
合
で
の
米
資
木
の
主
帯
性
の
確
立
と
、
西
ド
イ
ツ
餓

鋼
業
が
酉
ヨ

1
n
y
バ
再
軍
備
に
於
い
て
占
め
る
重
要
な
佼
割
か
ら
、
そ

第
七
十
一
種

一
六
入

第
二
披

五



ド
イ
ヲ
錨
鋼
業
の
管
理
形
態

1950年現在銑銭生産屯首り原料コスト

(単位 γル)

車生三日雪辱イliZE幅三号l

西ドイツ 7.140 1 10.54 1 10.20 1 4.14 1 24ιRA 

ス 8.345 1 16.日5 17.76 1 2.41 1 26.22 

三日川剖ii
(寅料} 鋼材グラブ調べによる

第 12表

第
七
十
-
巻

第 13表餓銅債格比較表

(1950年2月イギリス銀銅脇曾調査)1卜ン留め債格

戸日「I司寸リカ寸万司百九;完了
鋼 板 124--14←削 34_0-01 29-1-21 22-1C一明25-18ー11

棒 鋼 121-13一副部←0-0124-18-111 21 ~日-91 23-17--6 

匪延鋼 122← 9--01 35-12-0凶 -19一一日120-10-41 22ー15ー馴

九

リボシ銅 123-4-01 37-12-0凶 -19ー17123ー 17-9

19-2-01 29-0ー叫 24←2-91 21-8-61 25-8-0 レ戸"

第

競

一一五回平日平斗玉工~~ 32-10-71-高是

五
回

(資料)外務省、シユ F マンプラン叫原文とその解説

lz王rzラ同す阿二7tZ5|守FZlオら

r;寸(4I4十すI1614



め
安
問
機
構
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

z
t
(詳
F
3

4

そ
と
で
ベ
テ
凡
ス
プ
凡
グ
議
医
書
に
基
づ
き
、
西
ド
イ
ツ
の
西
ヨ
1

ロ
Y

H

闘
際
機
構
え
の
参
加
、
賠
償
徹
去
の
綬
和
、
商
船
建
造
の
繍
張
、
テ
イ

ヲ
セ
シ
を
含
む
七
製
鋼
工
場
の
解
体
停
止
、
ル
ー
"
仲
間
際
管
理
の
確
認
、

友
び
民
間
外
資
の
進
出
を
容
認
す
る
万
向
を
強
力
に
押
し
進
め
た
。
而

も
同
時
に
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
に
基
づ
く
産
業
調
占
資
本
の
再
建
が
強
化
さ

第 16表 西ドイゥ見返金計画
(1950年迄)

(盟位100方DM)

]t晶TJザ|量室岡産業
第欧第2次苦言 649 425 92 

第 3宍投責計百 275 125 75 

市E 計 924 550 167 

第 4次投資理 キ 50

態鋼純設備投資 .. 440 

ド
イ
ツ
錨
鋼
業
の
管
理
形
菌

、、

れ
、
一
九
四
九
年
と
革
期
で
は
謹
業
投
資
で
の
見
返
資
金
利
用
の
剖
合
は

二
%
で
あ
っ
た
が
、
下
半
期
で
は
四
%
、
王
O
年
第
一
四
半
期
に
は
こ
四

%
に
増
加
し
、
鑓
鋼
業
芭
は
一
九
一
1
0年
末
記
の
設
備
資
金
の
約
四
割
が

見
返
め
持
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
詐
り
で
な
く
、
そ
の
生
産
制
限
は
緩
和

さ
れ
、
そ
り
増
加
部
分
三
一
四

0
4万
ト
ン
}
は
白
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
閣
の
再

軍
備
用
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
方
向
は
調
織
鋼
資

本
と
し
て
も
極
め
て
有
利

eあ
っ
た
。
土
一
耳
う
の
は
激
化
F
7
9世
界
市
場

競
容
に
そ
な
え
川
老
朽
他
し
た
設
備
の
合
理
化
が
必
要
で
あ
る
に
も

掬
ら
ず
、
「
一
九
回
入
牢
四
月
迄
錨
鋼
債
格
が
椴
守
中
か
ら
、
そ
の
ま
i
A

停
止
せ
し
め

v

ら
れ
た
結
果
、
比
の
賀
上
金
は
消
費
、
減
倒
償
却
に
備
す
る

だ
け
充
分
官
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
同
月
か
ら
始
め
て
、
鍛
制
償
格
が

引
上
げ
ら
れ
た
が
、
併
し
、
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
っ
ζ

大
L
亡
利
舗
の
靖

加
に
な
ら
な
か
っ
た
、
買
際
織
鋼
業
に
闘
し
、
そ
の
設
備
資
産
の
増
加
速

度
が
他
の
管
業
部
門
工
句
遥
か
に
題
れ
ー
法
人
税
、
管
業
税
が
画
大
で

ー
約
七
O
%
か
L
hり
と
ラ
し
た
点
か
ら
、
自
己
金
融
の
市
川
難
が
あ

る
。
」
と
@
シ
ユ
タ
ー
ル
・
ウ
シ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
誌
(
一
九
五
一
・
十
一
v

が
指
摘
す
る
通
り
、
自
己
金
融
が
閣
維
で
あ
旬
、
又
証
穿
市
場
の
そ
こ

り
弱
さ
』
ら
、
設
備
の
合
理
化
に
要
す
る
賛
金
の
中
一
O億
D
M
以
k
を

栄
養
本
に
依
脊
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
。
及
び
肘
米
関
資
本
の
主
聾

す
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
関
統
合
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
積
極
的
に
市
場

を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
先
づ
米
関
資
本
と
酔
擦
に
結

第
七
十
一
一
番

七
o 

第

凱

主
主



ド
イ
ツ
鍛
鋼
業
の
管
理
形
態

び
つ
〈
こ

E
が
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
と
き
四
九
年
入
月
ア

デ
ナ
ウ
ア
1
政
府
の
成
立
に
上
均
産
業
岡
有
化
の
脅
威
を
と
り
の
ぞ
〈
と

共
に
、
更
に
十
二
月
以
降
民
間
諸
曾
祉
資
産
再
評
慣
設
を
寅
施
し
、
叉
去

O
年
六
月
に
は
外
人
資
産
え
の
禁
止
令
解
除
が
管
施
さ
れ
、
外
資
導
入
が

許
容
さ
れ
た
。
だ
が
米
資
本
指
導
下
の
と
の
再
建
方
式
は
ド
イ
ツ
鋳

鋼
業
で
の
渦
度
の
極
関
力
集
中
を
も
た
ら
す
も
の
で
払
旬
、
特
に
所
有
躍

の
決
定
を
ボ
ン
政
府
に
ゆ
だ
ね
る
と
と
は
将
来
再
び
軍
関
主
義
の
脅
威
を

樹
ら
す
と
一
E
う
盟
白
か
ら
ブ
ラ
シ
ス
資
本
の
反
針
が
著
し
〈
強
か
っ
た
。

そ
と
で
米
岡
賢
木
は
フ
↑
ノ
シ
ス
資
本
の
西
下
イ
W
/

重
干
し
業
の
監
闘
だ
け
で

は
な
〈
、
積
極
的
に
濁
帥
費
本
の
合
流
を
闘
る
必
要
か
ら
、
四
九
年
末
合

同
製
鋼
え
の
米
側
共
同
技
資
交
渉
、
ザ
ー
ル
の
例
え
の
合
併
等
の
措
置
を

と
る
と
共
に
五

O
年
法
令
第
七
亙
号
を
も
徹
隠
し
た
。
だ
が
米
間
資
本
に

は
そ
の
政
策
の
官
施
上
、
こ
の
法
令
第
七
五
号
の
設
展
的
修
正
法
案
が
営

然
必
要
で
あ
つ
だ
e

そ
と
で
法
令
第
三
七
号
を
公
布
し
、
第
七
主
号
白

目
的
を
旗
大
す
る
た
め
若
干
の
艶
更
及
び
改
正
を
行
っ
た
。
即
ち
一
部
修

正
点
と
は

ω法
令
二
七
号
で
は
旧
宮
祉
の
債
務
残
高
の
一
部
叉
は
全

部
が
新
設
曾
祉
に
織
承
さ
れ
る
と
と
。
間
被
-
一
層
傭
者
及
び
被
雇
傭
者

で
あ
っ
た
者
に
針
す
る
保
護
規
定
が
あ
る

ζι
。
(
第
五
棟
)
畑
山
検

査
局
の
設
置
と
法
令
の
管
施
上
の
問
題
を
検
討
判
決
し
、
叉
利
害
関
係
4
4

の
請
厨
に
よ
り
分
間
上
の
公
平
、
且
つ
公
正
な
措
置
如
何
を
決
定
す
る
と

と
@
〔
第
入
僚
)
。
川
向
資
産
接
収
管
理
の
法
的
根
擦
が
旧
法
で
は
強

第
七
十
一
巻

七

第

事完

五
六

全
第
E
二
号
に
串
捜
し
て
い
た
が
、
新
法
で
は
と
れ
と
閥
係
な
ぐ
同
法
令

自
体
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
(
第
一
保
)
等
が
そ
れ
で
ら
る
ロ
し

か
し
こ
の
法
令
で
の
西
ド
イ
ツ
餓
銅
資
本
の
解
体
及
び
再
編
成
件
、
法
令

第
七
五
号
と
大
差
が
な
い
。
即
ち

H
織
鋼
信
託
委
員
曾
の
存
続
〔

第
四
僚
第
二
明
第
三
項
参
照
)

H

H

D

項
記
載
企
業
株
式
の
信
託
委
員

曾
で
の
管
理
〔
第
四
傑
第
三
項
〕
何
回
管
理
資
産
の
新
曾
祉
え
の
委
譲

及
び
特
別
受
託
人
(
新
曾
社
株
主
で
連
合
岡
高
等
斡
務
官
曾
識
で
決
定
さ

れ
る
】
に
よ
る
新
曾
一
世
株
式
の
管
理
(
第
四
傑
第
四
項
)
且
つ
、
同

鴨
川
有
糧
に
闘
す
る
最
終
的
決
定
は
ド
イ
汐
伺
民
の
自
由
な
浬
出
に
よ
り
‘

圏
民
の
政
治
的
意
志
を
表
現
す
る
ド
イ
ツ
政
府
に
委
拍
ら
る
べ
き
と
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。

従
っ

τ以
上
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
法
令
第
二
七
号
は
一
部
的
に
は
修
正

さ
れ
て
は
い
る
が
、
木
質
的
に
は
法
令
第
七
五
号
で
の
再
鮪
成
の
方
向
を

再
暗
闘
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
米
閣
資
本
の
主
導
性
の
下
で
の

西
ド
イ
ツ
甥
鋼
費
本
の
再
編
成
位
、
関
家
濁
占
資
本
主
義
下
に
於
け
る
困

際
カ
ル
テ
ル
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
シ
ユ
1

マ
ン
プ
ラ
ン
の
寵
施
と
結
び

つ
昔
、
こ
白
シ
ユ

1

マ
ン
プ
ヲ
シ
の
賀
腕
過
程
む
米
間
資
本
が
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
鋸
鋼
資
本
に
鞠

f
る
主
導
性
b
L
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
た
る
事
が

指
摘
さ
れ
る
が
、
と
の
闘
係
の
紹
介
は
紙
面
の
闘
係
上
次
回
機
曾
に
ゆ
ず

る
も
の
と
す
る
。

〔
一
九
五
二
年
六
月
二
七
日
記
)




